
久美浜二区振興会の取り組み
～ 3組織の再編・広域協定～

令和4年度 新たな地域コミュニティ推進大会

久美浜二区振興会



二区の概要 ①

区長会

活性化
協議会

地区
公民館

組織運営の
見直しが課題

⚫ 久美浜町の二区は、8集落で構成
⚫ 構成区は、神谷・河梨・口馬地・奥馬地・

口三谷・奥三谷・甲坂・栃谷
⚫ 人口：784人、高齢化率：42.47％

久美浜婦人センター



動き 内容

平成17年度 二区活性化協議会発足

平成29年度 「小規模多機能自治組織（二区
自治会）検討委員会」を結成
(8回)

• 二区区長会と二区活性化協議会が連携・共同
• 賛否あり結論出ず
• 平成30年度二区区長会へ一任・引き継ぐ

平成30年度 新たに「二区区長会体制強化委
員会」を結成(4回)

• 最終会議で「二区振興会」（案）確認
• 区長会へ中間答申案を提出

令和元年度 「二区振興会」を発足させるまでの
結論が出せないまま引継ぐ

• 新組織が設置までの間、現活性化協議会の役員が暫定
的に活動を継続

• 二区区長会の基本的スタンス

令和2年度 二区振興会発足 • 二区区長会、活性化協議会、公民館を統合、再編
• 活性化協議会を発展的解消

二区振興会発足へ至る主な経緯 ②

小規模多機能自治組織
（二区自治会）検討委員会

二区区長会体制
強化委員会

二区振興会

H29 H30 R2



令和４年度の活動の基本理念等

⚫ テーマ ：「活力ある持続可能な地域づくり」
⚫ コンセプト ：「二区地域づくり・支え合い・農地保全」
⚫ キャッチフレーズ ：「笑顔あふれる久美谷家族」

～豊かな自然を生かし人と人とが
心豊かにつながって～

⚫ 組織運営 : 事務局会議の一層の充実と機能化～
↳ 課題と取組の的確な進行管理

⚫ 重点的な取組 : 専門部活動の充実（4つの部会）
↳ 区民参加、人流を創る

【活動の３つの柱】
① 「二区広域協定」の発足と実現、実働化に向け取組を推進する。
② 専門部活動の充実で地域住民・人の交流、ふれあい、にぎわいを創出する。
③ 新たな地域コミュニティ設立支援事業補助金事業（２年目）を推進する。

③
④

産業環境部会 建設防災部会

文化教養部会
(公民館)

健康福祉部会



広域化の意義と発足への経緯

地域や農業がおかれている現状

① 担い手の高齢化、不足
② 耕作放棄地の増加
③ 営農の省力化等
④ 環境保全の協働活動力の低下
⑤ 地域の活力の低下

「まだ余力のある、今の世代で！仕組みを変え、考えないと！手遅れになる！ 」
↓

今こそ広域化に取り組み、次世代に送る

課題解決の対策

個々の集落で取り組んでいる「多面的機能支払
交付金」の制度を活用した活動を二区地域全体
で取り組む ➡ 「久美浜二区協定」を設立する

⚫ メリット ：事務の一本化と軽減化
⚫ 目的・課題：
• 交付金有効活用で農地、水路、農道等の地

域資源、農村環境の保全管理力向上
• 集落間の相互扶助や共同作業力向上

④



広域化の組織づくりに向けた手順、経過 ⑤

※ 以後下記の諸会議を事務局会議で課題と方針等を整理し推進管理
• 事務局会議（１～２ヶ月に１回＜１８回＞
• 二区区長会（月１回の「定例区長会」＜１７回＞で進捗状況確認
• 産業環境部会（２回）・集落別懇談会（４回）
• 二区多面的機能支払活動組織広域化検討委員会（４回）
• 振興会理事会（３回）
• 全集落対象「一斉説明会」実施～令和２年１１月２日（月）
• 令和３年度は運営委員会スタートに向けた課題整理等諸準備
• 平成４年６月１８日発足・発足会開催 ➡ 第１回運営委員会開催

① 前活性化協議会時代から取り組んできたもの

• 「農業の実態及び意識に関するアンケート」
• 「二区の将来の農業を考える懇談会」

② 令和2年4月20日：新自治組織「二区振興会」発足
令和2年4月～令和4年6月18日「二区広域協定」発足までの会議等



自主財源確保とコミュニティビジネス取組

① にくちゃんファーム よってみ～な
・ 無人野菜販売所の運営
・ 売上の２割を振興会の収益とする

② にくちゃん回収 もってきて～な
・段ボール・新聞・アルミ缶等を回収
・回収業者に引取り収益をあげる

③ らく市・らく座
・物品販売
・地域から生活用品を無料提供

⚫２年間の「新コミュニティモデル地区」指定を機に開始
⚫令和3年11月にスタート！
⚫活性化協議会時代から項目的には課題にあげていた

⑥



ふるさと納税返礼品へのチャレンジ！ ⑦



［久美浜二区振興会］効果・よかったこと

①３組織の再編で、連携した合理的で一体感ある活動組織になった

②各区から選出される役割任務や人材の重複を避けることができたり、
行事の内容や実施日程等の調整がしやすくなった

③ 区長の業務を軽減、より集落の区長業務に集中できる環境ができた
（最大ともいえる課題）

今まで以上に多くの地区民の方々に、動いてもらったり、再編提起をする
ことで矛盾や疑問も出してもらい、自治活動に関する、理解が広がった



［久美浜二区振興会］失敗、苦労、工夫

① 組織における「２：６：２」の法則。熱心な２割の人に協力して
頂いて、平均的な６割の人に働きかけ、熱心な２割層の中に、どれ
だけ入っていただき、増やしていくか

② 「まあ、しゃあないか！？」と思ってもらっている層が、どれぐらいあるか
という読みをして、最後は「えいやあ！」と判断

③ 常に課題や進捗の共有が必要で、中心となる事務局機能が大切。
事務局が機能しない限り組織は機能せず、動きも止まってしまう


